
 

 

  

 

  アセスメント計画に基づいて実施し、子どもの実態把握につなげた。アセスメントをとりやすくするため、昨年度整

えた MEPA-R と CLISP-ｄｄ（トップダウン）の記録表や用具等を活用しスムーズな

取り組みにつなげた。 

「ICF 関連図」を指導集団で作成

し、ICF の概要を理解するとともに、

子どもの実態を総合的多面的に捉

える力をつけた。 

 

 

 

＜授業検討チームによる授業検討会＞ 

授業検討チームを 13チームつくり、授業検討会『ベースミーティング』『改善

検討会』に取り組んだ。今年度は学部部門ごとにテーマを決めて実施したが、

テーマがあることで視点が明確になり、授業改善や一貫性のある指導につな

がった。 

 

 

 

 

 

 

 

＜実践の発信、共有、学び合い＞ 

授業を公開し、参観者からコメントを

受けることで、自身の実践を見直し

た。授業、指導に関する自由研究で

は、自身でテーマを決めて取り組み、

さがちゅうゼミでの発表や、レポート

にまとめたものを共有することでお互

いの学び合いとした。 

 

 

＜「教材教具・指導法の工夫シート」「ICT 活用の工夫シート」の作成、共有＞ 

「教材教具・指導法の工夫シート」等の作成と廊下への掲示、

夏の「教材教具展示」を行

った。自身の実践を振り返る

とともに、お互いの授業や教

材づくりの参考になった。 
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